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福山港内港の景観の再生
～魅力ある水辺空間の創出～

配置図兼屋根伏せ図（S=1/1000）
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04　ウォーターフロントエリア
　ウォーターフロントエリアは港の玄関口に位置し、遊覧船の発着や水辺広場を中心とした空間で
ある。水辺との近接性を活かすことで、来訪者が最初に立ち寄りやすいランドマーク的な役割を果
たす。さらに、開放的なデッキや芝生スペースを設けて、散策やイベント利用など多様なアクティ
ビティに対応できる場として計画している。

　本計画は、従来提案されてきた埋め立てや道路による産業用地を確保する施策に対し、水辺空間
を生かした失われるべきではない生態系の維持と景観の再生を提案する。埋め立てによって湾岸機
能や景観を喪失させるのではなく、広場や遊歩道を整備することで景観を活かすことができる。周
辺住民や来訪者が滞留して自由に過ごす広場から、遊歩道を通って、レストランや宿泊施設にアク
セスすることができ、水辺の景観を享受できる建物を計画した。福山港内港を取り囲むように一体
的な計画を行うことにより、同じ空間でありながら様々な楽しみ方ができる。本計画により実現し
た回遊や滞留が賑わいを創出し、地域全体の魅力向上につなげることができる。

　計画地を大きく3つのエリアに分け、それぞれ「ウォーターフロントエリア」、「ベイサイドレ
ストランエリア」、「ハーバーステイエリア」とした。ウォーターフロントエリアは屋外での滞留
のためのエリアで、遊覧船乗り場やステージがあり、座ってくつろぐことができる。ベイサイドレ
ストランエリアは内港の北側に配置し、屋内外で食事を楽しむことができる。ハーバーステイエリ
アは水辺の景観を眺めながら滞在することができる。また、これらのエリアをつなぐ遊歩道があり
、回遊性を高めている。

　福山港内港は、1622年に福山城を建てた際に、海と城をつなぐために約1.4㎞の運河がつくられ
た場所である。この運河は、人や荷物を運ぶために使われ、後に約4㎞まで延伸した。昭和になる
と、町の発展に合わせて運河のしゅんせつや岸壁の整備が行われ、鉄道に並ぶ大切な物流拠点の場
所となり、戦争中やその後にも活躍した。
　2024年1月頃から、福山港内港を地元経済界が要望している。産業用地の創出や渋滞対策の目的
があり、将来は国の湾岸整備で土砂投入の可能性がある。これにより、交通渋滞の緩和や経済の活
性化のメリットもあるが、生態系が破壊されてしまうデメリットもある。
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02　コンセプト

03　配置計画

01　敷地

水辺の景観を損なわないよう、ステージは一本の柱で支え
る構造とし、埋め立てを行わずに水上に浮かぶように設計
した。

5
0
0
0

5
0
0 GL

ステージのパース

水域を埋め立てず、桟橋を円柱状の支柱で支えることで、
水辺の景観と自然な光の反射を活かした。
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06　ハーバーステイエリア
　ハーバーステイエリアは、水辺に面した滞在型の拠点であり、宿泊や飲食、交流空間を複合的に備えたエリアである。港という立地条件を最大限
に活かし、客室やカフェ、テラスからは四季折々の景観を楽しむことができる。来訪者にとって心地よい滞在を体験を提供する空間である。

　ベイサイドレストランエリアは、水辺を眺めながらくつろげる飲食空間である。遊歩道とつながり、散策途中の休憩に利用でき、大きなガラス面
から四季折々の港の景観を楽しむことができ、来訪者に豊かな滞在体験を提供する。

05　ベイサイドレストランエリア
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ベイサイドレストランエリア　南立面図（S=1/200）

ベイサイドレストランエリア D-D'断面図（S=1/200）

陸地から伸びる構造体で建物を支えることで、
埋立を行わずに水辺の景観と調和させると共に
最小限の環境破壊となるように計画した。

ベイサイドレストランエリア
E-E'断面図（S=1/200）

ベイサイドレストランエリア　北立面図（S=1/200）

ベイサイドレストランエリアの外観
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陸地から伸びる構造体で建物を支えることで、
埋立を行わずに水辺の景観と調和させると共に
最小限の環境破壊となるように計画した。

ハーバーステイエリア 北立面図（S=1/200）

ハーバーステイエリア 南立面図（S=1/200）
ハーバーステイエリア
G-G'断面図（S=1/200）
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ハーバーステイエリアのパース

ハーバーステイエリアの客室

ハーバーステイエリアのフロント


